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 2006 年 6 月の学校教育法の一部改正等により、義務教育段階での軽度発達障害児への
支援が本格的に始まった。翌 2007 年４月から、特別支援教育が学校教育法に位置づけら
                                                          
























障害種       相談有 
障害のある学生       38.8 







研究所が調査した 2005年度の大学での相談実績を見ると、来談者のうちの LDは約 18％、











































表-3 2005 年度の相談実績 
（国立特別支援教育総合研究所、2007） 
障害種      大学数  来談者数
学習障害         28        44( 8) 
注意欠陥多動性障害        40        46(19)
広汎性発達障害            95       157(53)
いずれかの疑い           108       258 













都築（2002a,b）によると米国では、1973 年のリハビリテーション法 504 条や 1990 年




大学の例を挙げると、ランドマーク大学にように、LD や ADHD の学生ための２年ある
いは３年を修業年限とする文化・教養系の大学もある。この大学は、１学年の定員がおよ
そ 300 人前後であり、キャンパスに約 1,000 人が学んでいる。講義の人数は、多くても 10
人前後であり、試験も代替が認められる等、手厚い配慮がなされている。 













































































米国では、1990 年の IDEA（個別障害児教育法）によって、個別移行計画（ITP : 
Individualized Transition Plan）が「一人の生徒のために計画・検討されたつながりのあ
る活動であり、学校から学校卒業後の活動を促進するプロセスの中で計画されるもの」と
して定義された。現在、多くの州では「障害のある３歳から 21 歳までの約 20 年間の長期
にわたる障害児に対する個別教育計画（IEP : Individualized Education Plan）を立てる
























授業時間 １日約６時間、週 30 時間の授業 通常週 12 時間～17 時間 































































































































































































学年定期健康診断の際に MHA(Mental Health Assessment)テストを実施している。これ
は、保健センターが UPI(University Personality Inventory)60 項目の質問に、保健セン
鈴鹿国際大学紀要ＣＡＭＰＡＮＡ　Ｎｏ．１６，２００９80
ターが 6 項目を加えたものである。 
 2006 年 10 月現在、上智大学の保健センター及びカウンセリングセンターが把握してい
る発達障害のある学生は 28 名である（可能性も含む）。その中で、保健センターが支援し
ている学生は 20 名、カウンセリングセンターが支援している学生は 11 名、両センターが
支援している学生は３名である。保健センターが把握・支援している 20 名のうち、約 70％
が高機能自閉症等で、約 30％が ADHD である。 






























 しかし、ミネソタライフカレッジでは、高機能自閉症を含む LD の生徒にサービスを提
供する支援プログラムを有しているが、ある入学条件を示している。それは、18 歳以上で、
K－12 年生（日本でいう高校３年生）までの教育課程を修了しており、知能検査で 70 以
上なければならないという条件である。 






大学名 九州ルーテル学院 滋賀 名城 聖学院 上智 
規模 １学部２学科で



































































































































































































































































































   日常的にスーパーや商店街、映画館などの地域に出て行くこと 
２．選択 
   就労、食事、衣服、住居など毎日の生活において選択できること 
３．生活能力 
   意味のある生活を行うこと（サポートがあっても可） 
４．尊重 
   友人関係や地域生活において意味のある、価値のある役割を果たすこと 
５．社会的人間関係を構築するための地域参加 
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